
夏の楽しみ。

子どもふるさと探検隊

（詳しくは、１３ページ）

│
い
に
し
え
の
安
芸
高
田
物
語

│
そ
の
五

「
郡
山
合
戦
」（
一
）そ
の
実
像
と
は

「
郡
山
合
戦
」（
一
）そ
の
実
像
と
は

　
「
郡
山
合
戦
」
は
、
天
文
９
年
（
１
５
４
０
年
）

６
月
か
ら
翌
１０
年
１
月
に
か
け
て
、
出
雲
の
戦

国
大
名
尼
子
氏
の
大
軍
が
吉
田
・
郡
山
城
の
毛

利
氏
を
攻
め
、
結
果
的
に
毛
利
氏
が
勝
利
し
、

の
ち
に
毛
利
氏
が
飛
躍
す
る
も
と
と
な
っ
た
戦

い
で
す
。
尼
子
氏
は
最
初
吉
田
町
多
治
比
の
風

越
山
に
着
陣
、
ま
も
な
く
郡
山
の
向
側
に
あ
る

青
山
・
光
井
山
に
本
陣
を
移
し
ま
し
た
。
こ
う

し
て
毛
利
氏
の
郡
山
城
、
尼
子
氏
の
青
山
・
光

井
山
陣
所
、
風
越
山
陣
所
の
３
箇
所
を
拠
点
と

し
て
約
５
カ
月
に
及
ぶ
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
の

で
し
た
。

　

こ
の
合
戦
の
様
子
は
、
こ
れ
ま
で
当
時
の
記

録
や
江
戸
時
代
以
降
に
著
さ
れ
た
軍
記
物
語
を

も
と
に
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

の
研
究
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
見
方
と
は
違
っ
た

実
像
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
の
合
戦

の
事
実
を
最
も
具
体
的
に
記
し
た
記
録
が
当
事

者
で
あ
る
毛
利
元
就
自
筆
の
書
状
で
、
一
般
に

「
毛
利
元
就
籠
城
日
記
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
こ
の
書
状
は
こ
の
合
戦
に
勝
利
し
た
後
、

こ
の
戦
果
を
室
町
幕
府
の
管
領
・
細
川
晴
元
に

報
告
し
た
も
の
で
、
郡
山
城
周
辺
で
の
戦
い
の

ほ
か
池
内
、
瀬
木
、
小
山
、
室
坂
、
山
手
、
土
師

な
ど
安
芸
高
田
市
各
地
に
及
ぶ
攻
防
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
元
就
自
ら
記
し

た
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
を
他
の
記
録
と
照
合

す
る
と
、
そ
の
戦
果
を
あ
ら
わ
す
数
字
や
戦
い

の
記
載
事
項
に
は
少
な
か
ら
ず
誇
張
や
毛
利
氏

（
元
就
）
に
偏
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
尼
子
氏
の
軍
勢
３
万
や
援
軍
の
陶
氏
の

軍
勢
が
１
万
と
い
う
の
も
や
や
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
「
籠
城
日
記
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
尼
子
氏
が
郡
山
城
を

攻
め
た
こ
と
や
毛
利
氏
が
籠
城
し
て
い
た
こ
と

な
ど
は
一
言
も
記
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の

元
就
の
や
や
誇
張
し
た
書
状
な
ど
を
も
と
に
創

作
を
加
え
て
制
作
さ
れ
た
の
が
江
戸
時
代
の
軍

記
物
語
で
、「
郡
山
合
戦
」
も
事
実
と
虚
実
が
混

ざ
り
合
い
今
日
に
歴
史
的
事
実
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。「
郡
山
合
戦
」
は
毛
利

氏
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
戦
い
で
あ
り
、
安
芸

高
田
市
に
最
も
多
く
の
武
士
が
集
結
し
た
史
上

最
大
の
合
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
実
像
は
ま
だ
ま
だ
不
明
な
点

が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
今
後
、
違
っ
た
視
点

か
ら
再
度
毛
利
氏
や
安
芸
高
田
市
の
歴
史
を
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

か
ぜ

こ
し
や
ま

あ
お
や
ま

み
つ
い
や
ま

ろ
う
じ
ょ
う
に
っ
き

ほ
そ
か
わ
は
る
も
と

筆
・
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館　
学
芸
員　

川
尻　

真

こ
お
り　

や

ま　

か

っ　

せ

ん

安
芸
高
田
史
上
最
大
の
合
戦

い
け
の
う
ち

せ　

ぎ

お　
や
ま

む
ろ
さ
か

や
ま
て

は　

じ

▲郡山城（手前）と青山・光井山陣所跡 ▲風越山陣所跡（尾根上部分）
▲毛利元就自筆書状
　（原本 毛利家文書２８６号：毛利博物館蔵）
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算
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仕
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編
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市の人口

総人口

男

女

世帯数

３４,２０２人　

１６,４４７人　

１７,７５５人　

１３,０２０世帯

平成１６年７月１日　現在

こ
の
広
報
紙
が
届
く
こ
ろ
に
は
、

開
幕
し
て
い
ま
す
ね
。
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
日
程
を
見
る
と
、

日
本
時
間
で
競
技
が
は
じ
ま
る
の

は
夕
方
か
ら
。
夜
中
に
向
け
て
、

テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
に
な
る
日
々

が
続
き
そ
う
で
す
▼
い
ろ
い
ろ
な

競
技
が
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

気
に
か
か
る
の
は
、
男
子
サ
ッ
カ

ー
で
す
。
一
緒
に
通
学
し
て
い
た

期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
吉
田
高

校
の
後
輩
が
代
表
に
選
ば
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
▼
こ
の
サ
ッ
カ
ー

予
選
の
日
程
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。
日
本
の
試
合
は
、
３
試

合
と
も
深
夜
と
い
う
か
、
早
朝
と

い
う
か
、
午
前
３
時
３０
分
か
ら
。

早
起
き
し
て
応
援
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
！
日
本
。

が
ん
ば
れ
！
森　

選
手
、
駒
野
選
手
。

広報 あ
き
た
か
た

あ
き
た
か
た
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地
方
自
治
体
は
国
の
手
か
ら
離
れ
、
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
な
え
る
よ
う
に
な
り
、

自
立
を
し
て
い
く
。
「
三
位
一
体
改
革
」
は
、
地
方
分
権
の
理
想
に
向
け
て
加
速
し
て
い
く

は
ず
で
し
た
。

し
か
し
、
自
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
お
金
と
な
る
国
か
ら
の
税
源
移
譲
は
不
十
分
な
ま
ま
。

合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
だ
け
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
く
・
・
・

国
の
経
済
は
、
民
間
企
業
の
輸
出
増
加
に
よ
り
、
よ
う
や
く
明
る
い
話
題
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
消
費
も
少
し
ず
つ
持
ち
直
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
地
方
の
経
済
は
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
額
の
減
少
、

市
内
企
業
の
統
廃
合
や
撤
退
な
ど
が
影
響
し
て
、
固
定
資
産
税
の
大
幅
な
減
額
な
ど
、

安
定
し
た
税
収
入
は
見
込
め
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

限
り
あ
る
お
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
よ
う
、
平
成
１６
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」

田
園
と
山
並
み
の
豊
か
な
緑
、
清
流
に
囲
ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
ま
ち
へ
。

都
市
的
魅
力
と
や
す
ら
ぎ
が
共
に
生
き
る
快
適
な
ま
ち
へ
。

「
安
心
」
と
「
ゆ
と
り
」
を
備
え
た
住
み
や
す
い
ま
ち
へ
。

今
年
度
の
予
算
は
、
そ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

はじめての予算はじめての予算
14の仕事の目標14の仕事の目標

６月定例議会で児玉市長が施政方針を表明
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　このたび、市を運営していく１年間の予算が
決定しました。一般会計と特別会計、企業会計
を合計すると、４２７億円です。いよいよ、安
芸高田市のまちづくりが本格的にはじまります。

旧
６
町
の
昨
年
の
予
算
と
比
較

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
を
、
平
成

１５
年
度
の
旧
６
町
の
合
計
額
と
比
較

し
て
み
る
と
、
７.０
％
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
「
合
併
は
経
費
節
約
の
効
果
も
あ
る

は
ず
。
な
の
に
な
ぜ
増
え
て
る
の
？
」

と
思
わ
れ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
市
に
な
っ
た
こ
と
で

福
祉
事
務
所
が
開
設
し
ま
し
た
。
こ

の
福
祉
事
務
所
の
事
業
費
な
ど
が
こ

れ
ま
で
旧
町
に
な
か
っ
た
も
の
で
し

た
。

　

二
つ
め
は
、
新
し
く
基
金
と
い
う

名
の
貯
金
を
し
ま
し
た
。
地
域
振
興

基
金
と
い
い
ま
す
。
こ
の
基
金
の
利

息
を
地
域
振
興
事
業
の
一
部
に
あ
て

る
計
画
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
簡
易
水
道
事
業
や
浄

化
槽
整
備
事
業
の
実
施
、
ま
た
、
地

方
債
と
い
う
借
金
の
返
済
が
増
え
ま

し
た
。

住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
す

　
「
安
芸
高
田
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
は
、「
地
域
振
興
会
（
地
域
自
治

組
織
）」
と
行
政
が
互
い
に
深
く
連
携

し
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
す
。
現
在
、
３２
組
織
が
立
ち
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
常
に
組
織
の
代

表
と
行
政
が
地
域
課
題
を
話
し
合
え

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
当
面
す
る
最

大
の
課
題
で
す
。

　

こ
の
地
域
自
治
組
織
の
充
実
・
強

化
に
む
け
て
、
地
域
振
興
推
進
員
を

設
置
す
る
と
共
に
、
本
庁
と
各
支
所

の
地
域
振
興
課
が
連
携
し
て
、
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
助
成
金
の

交
付
な
ど
か
ら
も
特
色
あ
る
皆
さ
ん

の
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
だ
れ
よ
り
も
感
じ

て
い
る
の
は
地
域
の
皆
さ
ん
。
地
域

自
治
組
織
の
中
で
課
題
を
ま
と
め
、

そ
れ
を
組
織
と
行
政
が
話
し
合
い
な

が
ら
課
題
解
決
へ
検
討
し
て
い
く
。

地
域
自
治
組
織
が
機
能
す
る
こ
と
が

市
民
の
声
を
速
や
か
に
行
政
へ
反
映

で
き
る
「
協
働
」
の
仕
組
み
へ
と
結

び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

建
物
の
建
設
は
４
つ

　

建
物
は
現
在
あ
る
施
設
を
有
効
活

用
を
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
ど
う

し
て
も
必
要
な
も
の
だ
け
を
建
設
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
「
市
役
所
本
庁
第
２
庁
舎
」、「
文

化
ホ
ー
ル
」、「
広
域
葬
祭
場
」、「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
の
４
つ
が
早

急
に
必
要
な
建
物
と
判
断
し
、
準
備

を
進
め
ま
す
。

　

特
に
「
市
役
所
本
庁
舎
」
は
、
吉

田
町
の
中
に
各
部
署
が
分
散
し
て
い

る
状
態
で
す
。
皆
さ
ん
に
不
便
を
か

け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
建
設

を
急
い
で
い
き
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
有
効
な
活
用

　

合
併
し
た
自
治
体
は
、
合
併
特
例

債
と
い
う
有
利
な
貸
付
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
芸
高
田
市
の

場
合
は
１０
年
間
で
約
２１５
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
借
入
金
は
返
済
金

の
７
割
が
地
方
交
付
税
と
し
て
、
市

に
返
っ
て
き
ま
す
。
合
併
特
例
債
の

有
効
な
活
用
と
し
て
４
つ
の
施
設
の

建
設
や
地
域
自
治
組
織
の
充
実
を
考

え
て
い
ま
す
。

会 　 　 計 　 　 名

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

合 　 　 　 　 計

予 　 　 算 　 　 額  

２５７億７，４００万　　円
１６２億９，７３６万９千円
４２０億７，１３６万９千円

３０億１，００６万２千円
５６億９，３９１万１千円
２８億８，７６９万４千円
５億２，７８７万２千円
８億８，８００万３千円
９億５，２４１万６千円
３億４，１１７万１千円
１億３，７９７万２千円
１８億５，１６５万８千円

６６１万　　円

１６２億９，７３６万９千円

６億５，０９４万４千円

（特別会計内訳）

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

コミュニティ・プラント整備事業特別会計

簡易水道事業特別会計

飲料水供給事業特別会計

計

企業会計

水　道　事　業　会　計

平成１６年度　会計別予算

■当初予算
　従来であれば、年度当初の４月からその予算執行

ができるように３月までに予算を編成し、議会の議

決を経ることとなる。これを当初予算と呼ぶ。

　今年度、安芸高田市は３月に当初予算の編成は行

なわず４月から７月までの４ヵ月分の暫定的な予算

を合併後に編成した。そして今回、その暫定的な予

算を含む１年分の本予算ができあがった。

　なお、年度途中で追加編成する予算を補正予算と

いう。

■一般会計
　市民の暮らしに最も深い関わりがある会計で、市

が行なう仕事の基本的な経費を中心に計上されている。

■特別会計
　特定の事業を行なう場合、特定の収入を特定の支

出にあて、一般会計と区別して整理する会計。

■自主財源
　市の自主的な財源のことで、市税、分担金、負担金、

使用料、手数料がある。

■依存財源
　国や県から交付されたり割りあてられたりする収

入のことで、国庫支出金、地方交付税、市債などがある。

■地方交付税

　国の主要な税である所得税、法人税、酒税、

消費税、たばこ税の収入総額の一定割合の額

を一定の基準に基づいて交付されるもの。

■市債
　市が国などから長期にわたって借りる借入金。

■総務費
　総務・税・住民基本台帳・選挙・統計調査などに使

われるお金。

■公債費
　国や銀行などから借り入れたお金の返済金。

■民生費
　福祉・年金・医療・国民健康保険などに使われるお金。

■農林水産業費
　農業や林業・畜産業の振興に使われるお金。

■土木費
　道路・橋・都市計画・公共下水道などに使われるお金。

■教育費

　小中学校・社会教育・学校給食などに使われ

るお金。

■衛生費
　保健衛生・環境衛生・ごみ処理・上水道などに使わ

れるお金。

■消防費
　消防業務・消防施設整備などに使われるお金。

■議会費
　議会運営のために使われるお金。

■商工費
　商工業の振興のために使われるお金。

■労働費
　勤労者の経済的地位の向上などのために使われる

お金。

歳入総額　２５７億７,４００万円一般会計

総務費 64億3,817万2千円（25.0％）

公債費 47億1,415万 　 円（18.3％）

農林水産業費 24億7,377万1千円（　9.6％）

土木費 22億1,896万5千円（　8.6％）

教育費 20億9,279万4千円（　8.1％）

民生費 45億7,816万 　 円（17.8％）

衛生費 20億5,324万3千円（　7.9％）

その他 12億0,474万5千円（　4.7％）

市　税 31億3,914万5千円（12.2％）

繰入金 9億6,845万3千円（　3.8％）

地方交付税 87億6,100万 　 円（34.0％）

市　債 72億8,030万 　 円（28.2％）

県支出金 18億9,059万6千円（　7.3％）

国庫支出金 12億3,715万7千円（　4.8％）

その他② 9億8,114万8千円（　3.8％）

その他① 9億4,180万5千円（　3.7％）

使用料及び手数料 5億7,439万6千円（　2.2％）

※その他①には、分担金及び負担金、繰越金、諸収入、財産収入が、その他②には、

　地方譲与税、地方消費税交付金、自動車取得税交付金などが含まれています。

14の仕事の目標
はじめての予算はじめての予算

14の仕事の目標

自
主
財
源

依　

存　

財　

源

歳出総額　２５７億７,４００万円一般会計

※その他の中には、消防費、議会費、商工費、諸支出金、予備費、労働費、

　災害復旧費が含まれています。
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　厳しい財源の中ですが、市が行なう仕事に

１４の目標を立てました。目標を実現させて

いくため、優先順位を決めて取り組んでいき

ます。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

　

３２
の
地
域
自
治
組
織
と
連
携
し
、
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
で
す
。
地
域
と
行
政
の
「
協
働
」
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
確
立
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

目
標　

そ
の
１

■
地
域
振
興
基
金
創
設　
　

 

３３
億
円

■
地
域
振
興
支
援
費　

 

６
２
４
１
万
円

■
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
費　
　

１７０
万
円

定
住
と
交
流
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

道
路
網
と
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
よ

り
、
地
域
間
交
流
や
連
携
が
円
滑
に
な
る

よ
う
努
め
ま
す
。
先
進
地
域
と
の
情
報
格

差
の
早
期
是
正
を
め
ざ
し
ま
す
。

目
標　

そ
の
２

■
道
路
新
設
改
良
費　

９
億
４
６
８
４
万
円

■
交
通
対
策
費　
　
　

 

１
億
５
１
１
万
円

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
費　

 

３
１
３
６
万
円

魅
力
あ
る
拠
点
づ
く
り
の
推
進

　

よ
り
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
観
点

か
ら
拠
点
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
第
２
庁
舎
整
備
事
業
費　
　

２
４
５
７
万
円

■
総
合
文
化
福
祉
保
健
施
設
整
備
計
画
費　

５００
万
円

■
葬
祭
場
施
設
整
備
計
画
費　
　
　
　

３０８
万
円

快
適
な
生
活
環
境
の
創
出

　

市
民
の
安
全
な
日
常
生
活
を
確
保
す
る

た
め
、
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
上
水
道
と
下
水
道

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
防
犯
対
策
費             

７
２
５
万
円

■
交
通
安
全
推
進
費　

       

９
２
４
万
円

■
下
水
道
施
設
整
備
費

１８
億
１
３
２
８
万
円

■
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
費　

１５
億
１
８
３
５
万
円

生
涯
学
習
社
会
の
形
成

　

学
校
教
育
は
、
「
確
か
な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
な
ど
、
「
知
・
徳
・
体
の
基
礎

基
本
」
の
徹
底
を
重
視
し
ま
す
。
生
涯
学
習
は
、

総
合
的
に
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
公
民
館
管
理
運
営
費 　
　

１
億
５
０
１
４
万
円

■
英
語
指
導
助
手
招
致
事
業
費　

２
８
１
３
万
円

■
生
涯
学
習
推
進
事
業
費 

１
８
３
６
万
円

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　

豊
か
な
歴
史
的
文
化
遺
産
を
保
存
活
用
す
る
と
と
も

に
、
郷
土
芸
能
の
保
存
・
継
承
を
支
援
し
、
文
化
の
薫

り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
活
動
を
推
進
し
、
サ
ッ
カ
ー
・
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
な
ど
の
市
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援

や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
推
進
に
努
め
ま
す
。

■
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
費
　

５
億
６
８
０
５
万
円

■
文
化
施
設
管
理
運
営
費　
　

１
億
５
３
６
５
万
円

■
体
育
施
設
管
理
運
営
費　
　

１
億
３
６
１
８
万
円

人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
地
域
社
会
の
創
造

　

す
べ
て
の
市
民
の
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
る
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
で
す
。

　

人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
並
び
に
青
少
年

の
健
全
育
成
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

■
人
権
推
進
事
業
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
５
３
３
万
円

子
ど
も
や
女
性
が
生
き
生
き
と

活
動
す
る
環
境
づ
く
り

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、

共
同
参
画
が
で
き
る
「
機
会
」
の
確
保
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
子
育
て
支
援
、
児

童
館
や
放
課
後
児
童
保
育
な
ど
の
施
策
を
実

施
し
ま
す
。
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

総
合
的
な
施
策
展
開
を
図
り
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
施
設
運
営
費　

２
４
４
８
万
円

■
児
童
館
運
営
費　
　
　
　

２
３
６
９
万
円

社
会
全
体
で
支
え
る
福
祉
の
充
実

　

市
民
の
相
互
扶
助
を
基
本
と
し
、
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
実
態
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
地
域
福
祉
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

■
生
活
保
護
扶
助
費　
　
　
　

４
億
５
９
７
３
万
円

■
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
費　

２
億
２
９
８
０
万
円

■
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
事
業
費　

２
億
１
３
８
９
万
円

環
境
と
の
共
生

　

市
民
や
事
業
者
へ
の
環
境
保
全
活
動
の
支

援
を
行
い
、
循
環
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、

総
体
的
な
ゴ
ミ
処
理
体
制
の
整
備
を
図
り
ま

す
。
家
畜
の
排
せ
つ
物
に
つ
い
て
も
、
循
環

型
農
業
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
環
境
衛
生
総
務
管
理
費　

 

２
１
０
６
万
円

商
工
業
の
振
興

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、
商
工

会
と
連
携
し
地
場
産
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

■
商
工
業
振
興
事
業
費　

 

４
６
２
９
万
円

農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
業
は
、
安
芸
高
田
市
の
基
幹
産
業
と
位

置
づ
け
、
総
合
的
な
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
、
水
産
業
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
家
畜
排
せ
つ
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
建
設

　

事
業
費　
　
　
　
　
　

３
億
８
９
２
７
万
円

■
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
費

２
億
９
７
８
３
万
円

■
林
道
新
設
改
良
費 

 
 

　
　

１
億
９７
万
円

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

市
内
各
地
に
所
在
す
る
農
業
・
農
村
、
自
然
、

多
彩
な
歴
史
遺
産
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
交
流
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
国

際
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

■
観
光
振
興
総
務
管
理
費 

１
５
６
６
万
円

■
姉
妹
都
市
等
交
流
事
業
費　
　

 

２４８
万
円

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

地
域
を
基
礎
と
し
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
総
合
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
安
心
生
活
づ
く
り
を
基
本
目
標
と
し
た
、
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆

様
が
生
涯
を
通
し
て
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
事
業
費

　
　
　
　

１
億
４
７
６
０
万
円

■
老
人
保
健
推
進
事
業
費　
　
　
　
　
　
　

 

６
６
９
８
万
円

■
予
防
接
種
事
業
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
４
０
万
円

14の仕事の目標
はじめての予算

14の仕事の目標
はじめての予算

目
標　

そ
の
４

目
標　

そ
の
３ 目

標　

そ
の
２

目
標　

そ
の
５

目
標　

そ
の
６

目
標　

そ
の
７

目
標　

そ
の
８

目
標　

そ
の
９

目
標　

そ
の
１０

目
標　

そ
の
１１

目
標　

そ
の
１２

目
標　

そ
の
１３

目
標　

そ
の
１４



こ
ど
も
広
報

こ
ど
も
広
報

こ
ど
も
広
報
あ
き
た
か
た
っ
こ

あ
き
た
か
た
っ
こ

あ
き
た
か
た
っ
こ
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予 　 算第 6 話
こども広報あきたかたっこ
は、市内の子どもたちに向
けたコーナーです。

　

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）
と
、

市
が
使
う
お
金
（
歳
出
）
を
あ
ら
か
じ

め
計
画
し
て
定
め
て
お
く
こ
と
を
予
算

と
い
い
ま
す
。
予
算
し
た
お
金
を
出
し

入
れ
す
る
期
間
は
、
そ
の
年
の
４
月
１

日
か
ら
次
の
年
の
３
月
３１
日
ま
で
で
、

こ
の
１
年
間
を
会
計
年
度
と
い
い
、
市

の
予
算
は
こ
の
１
年
間
を
単
位
と
し
て

計
画
し
計
算
し
ま
す
。

予
算
か
ら
仕
事
の
計
画
が
わ
か
る

　

１
年
間
の
お
金
の
使
い
方
を
計
算
す

る
に
は
、
１
年
間
で
何
を
す
る
か
を
決

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

か
ら
予
算
は
、
市
の
１
年
間
の
活
動
計

画
を
表
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

市
の
１
年
間
の
活
動
計
画
を
決
め
る

予
算
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に

関
係
す
る
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

予
算
を
決
め
る
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
決
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

市
長
は
、
議
会
で
予
算
の
案
を
話
し

合
っ
て
も
ら
う
前
に
、
予
算
の
内
容
と

予
算
を
つ
く
っ
た
考
え
を
議
会
で
発
表

し
ま
す
。
こ
の
発
表
を
、
施
政
方
針
と

い
い
ま
す
。

　

市
の
お
金
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
場

合
に
は
予
算
に
あ
る
も
の
以
外
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

予
算
の
計
画
を
た
て
る
と
き
に
ど
う
し

て
も
予
定
で
き
な
い
こ
と
が
お
き
た
場

合
に
は
、
補
正
予
算
と
い
う
予
算
の
追

加
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
仕
事
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

大
切
な
お
金
だ
か
ら
…

　

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）
と
、

市
が
使
う
お
金
（
歳
出
）
は
常
に
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
入
っ
て
く
る
お
金
を
考
え
な
い
で

使
っ
て
し
ま
う
と
、
お
金
を
借
り
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
予
算
も
み
ん

な
の
お
こ
づ
か
い
と
い
っ
し
ょ
で
、
ほ

し
い
も
の
を
す
ぐ
買
っ
て
し
ま
う
と
お

金
が
な
く
な
っ
て
、
あ
と
は
何
も
買
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
こ
づ
か

い
は
、
ほ
し
い
も
の
の
順
番
を
決
め
、

計
画
を
も
っ
て
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

安
芸
高
田
市
に
な
っ
て
最
初
の
年
の

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
入
っ
て
く
る

お
金
と
使
う
お
金
は
そ
れ
ぞ
れ
、
４
２

７
億
円
で
す
。
そ
の
内
み
ん
な
の
小
学

校
に
使
う
お
金
は
、
安
芸
高
田
市
全
体

で
２
億
７
千
万
円
の
予
算
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

吉
田
中
学
校
の
佐
々
木
哲
志
校
長
先
生
に
い

ろ
い
ろ
と
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

吉
田
中
学
校
は
、
学
校
生
活
の
中
で
特
に
力
を

注
い
で
い
る
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

吉
田
中
学
校
に
は
、『
吉
中
三
訓
』
と
い
う
、

生
徒
と
教
師
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
時
間
を
守
る
」「
あ

い
さ
つ
を
す
る
」「
人
の
話
を
正
し
い
姿
勢
で
聞

き
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
も
つ
」
の
３
つ
で
す
。

教
師
た
ち
は
、
こ
の
『
吉
中
三
訓
』
を
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
繰
り
返
し
指
導
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
た
と

き
に
、「
先
生
が
言
っ
て
い
た
こ
と
は
こ
の
こ
と

だ
っ
た
ん
だ
」
と
い
つ
か
感
じ
て
も
ら
え
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
期
間
は
土
台
づ
く
り
の
期
間
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
授
業
で
学
ぶ
こ
と
は
、
知
識

で
す
。
知
識
の
活
用
か
ら
知
恵
が
生
ま
れ
ま
す
。

社
会
で
必
要
と
な
る
知
恵
を
、
た
く
さ
ん
身
に

付
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
吉
中
三
訓
』
を
身
に
つ
け
る
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

代
表
的
な
も

の
で
、
新
入
生

の
合
宿
訓
練
が

あ
り
ま
す
。
入

学
し
て
数
日
後
、

少
年
自
然
の
家

で
行
な
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
こ

の
合
宿
訓
練
で

徹
底
し
て
『
吉

中
三
訓
』
を
教

え
込
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ

の
合
宿
期
間
は
、

時
間
厳
守
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
動
き
、
そ
し

て
あ
い
さ
つ
や
言
葉
づ
か
い
の
練
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
教
師
が
、
学
校
生
活
の
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
、
正

し
い
動
き
方
や
言
葉
の
使
い
方
を
寸
劇
に
し
て
見
せ

て
い
ま
す
。
合
宿
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
に
し
て
い

ま
す
が
、
新
入
生
は
生
活
の
中
の
当
然
の
こ
と
と
し

て
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

私
は
、
人
間
性
と
社
会
性
の
可
能
性
は
無
限
大
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。『
吉
中
三
訓
』
を
通
し
て
の
生
き

方
の
教
育
に
よ
っ
て
、
故
郷
を
愛
し
、
い
つ
で
も
故

郷
を
大
切
に
す
る
人
が
た
く
さ
ん
育
ち
、
市
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
、「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
立
保
育
所
の
、
３
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
は
、

近
く
の
小
学
校
の
プ
ー
ル
へ
出
か
け
て
泳
い
で

い
ま
す
。
保
育
所
で
パ
ン
ツ
に
な
っ
て
水
泳
帽

を
か
ぶ
り
、
タ
オ
ル
を
首
に
さ
げ
て
プ
ー
ル
ま

で
歩
い
て
い
き
ま
す
。

　

広
々
と
し
た
プ
ー
ル
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

顔
を
つ
け
た
り
ビ
ー
ト
板
で
浮
か
ん
だ
り
し
て
、

水
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
年
長
児
の
姿

に
憧
れ
、
年
中
・
年
少
児
も
ま
ね
を
し
ま
す
。

毎
年
、
８
月
の
末
に
は
、
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ

た
子
が
大
勢
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
の
行
き
帰
り
も
、
溝
の
め
だ

か
や
か
え
る
、
田
畑
の
ス
イ
カ
や
と
う
も
ろ
こ

し
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
発
見
に
歓
声
を
あ
げ
る

楽
し
い
時
間
で
す
。

　

プ
ー
ル
で
泳
い

だ
後
は
、
し
っ
か

り
給
食
を
食
べ
グ

ッ
ス
リ
お
昼
寝
を

し
ま
す
。

　

暑
い
夏
も
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
た
ち
で
す
。

『
吉
中
三
訓
』
を
身
に
付
け
る

―
吉
田
中
学
校
―

『
吉
中
三
訓
』
を
身
に
付
け
る

―
吉
田
中
学
校
―

こども広報

あきたかたっこあきたかたっこ

か
い
け
い
ね
ん　

ど

よ　

さ
ん

し　

せ
い
ほ
う
し
ん

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
が
楽
し
み
な
時
間

―
甲
立
保
育
所
―

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
が
楽
し
み
な
時
間

―
甲
立
保
育
所
―

ほ　

せ
い

よ

さ
ん
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人人輝く
。

輝
く
。

今 まで支給対象年齢は、

６歳義務教育就学前（小

学校へ入学する年の３月分まで）

でした。これが今年の４月１日

から９歳到達後最初の年度末、

つまり小学校３年生から４年

生になる年の３月分までもら

えるようになったんです。

報あきたかた４月号で、
児童手当の内容が変わ

ると掲載されていましたが、あ
まりよく分かりませんでした。
もう一度教えてもらいたいの
ですが・・・。何が変わったの
でしょう？

広
児 童手当をもらう子ども

が増えるので、「児童

手当額改定届」を提出していた

だく必要があります。（手続き

に必要なものは、印鑑のみです。）

少の子がいて継続して
児童手当を受給してい

ます。その子の上に今年２年生・
３年生の子がいるのですが？

年

新 規申請ということにな

ります。認定請求書を

提出し、認定を受けていただく

ことになります。必要なものは、

印鑑、口座番号がわかる通帳か

カード（郵便局以外）、年金加

入証明書か、保護者の名前が確

認できる健康保険証。

児童手当は受給してい
ませんが、今年２年生

３年生になった子がいます。手
続きはどうすればいいですか？

今

は い。所得証明書が必要

です。平成１６年度所

得証明書（平成１５年中の所得）

を提出してください。現在、受

給手当を受給してなく、２年３

年生の子を持つ保護者も所得

証明が必要です。１５年・１６年

度の所得証明を提出してくだ

さい。

近、安芸高田市に転入
してきたのですが、特

別な書類はいりますか？

最

７月末から８月はじめに

随時支給をする予定と

しています。また、現２・３年

生には、７月中旬までに申請さ

れた方については新１年生と

一緒に。その後は、月単位で随

時支払いをする予定です。

年小学校１年生になっ
た子どもは、６月に２・

３月分をもらっています。４・
５月分はいつごろもらえます
か？

今

給される範囲が広がっ
たんですね。それでは、

何か手続きが必要ですか？

支

保 護者の住民票がある市

町村の窓口（公務員は

勤務先）で認定請求等の手続き

をしてください。

の手続きはいつまでっ
て、期限はあるのでし

ょうか？

そ

平 成１６年９月３０日ま

でに申請受付したもの

に限り、特例として４月１日（ま

たは転入した日など、支給要件

に該当した日）にさかのぼって

支給されます。それ以後は、申

請月の翌月からの支給となり

ます。ご注意ください。

平 成１６年度新小学１年

生（平成９年４月２日

～１０年４月１日生まれ）になり、

児童手当を受給していた児童

の保護者は、特に手続きの必要

はありません。（ただし、送付

している現況届は必ず提出し

てください。）

まで児童手当を受給し
ていましたが、今年小

学校へ入学した子は、何か手続
きが必要ですか？

今

市役所への

       
質問

児童手当大追求！！児童手当大追求！！

市役所への

       
質問市役所への

       
質問市役所への

       
質問市役所への

       
質問

ちょっとここ、どうなの？

元気な人、
輝いている人、大集合。
そんな人たちを紹介する
コーナーです。

塚田　　勉さん

（向原町）

▲塚田さんも手がけたかやぶきの屋根。この屋根の中
　には先人たちの知恵がたくさん盛り込まれている。

つ か　だ つとむ

時
代
と
と
も
に
姿
を
消
し
た

か
や
ぶ
き
屋
根
の
家

　
「
屋
根
の
ふ
き
か
え
を
お
願
い
し
た

い
の
で
す
が
…
」
年
に
数
件
、
か
や
ぶ

き
屋
根
の
家
に
住
む
人
か
ら
依
頼
が
入

り
ま
す
。
依
頼
先
は
、
か
や
ぶ
き
職
人

の
塚
田
勉
さ
ん
。
数
少
な
く
な
っ
て
き

た
職
人
の
一
人
で
す
。
戦
後
、
地
域
の

先
輩
職
人
か
ら
か
や
ぶ
き
を
習
い
、
技

術
を
身
に
付
け
ま
し
た
。
時
代
の
変
化

で
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
や
ぶ
き

屋
根
。
職
人
の
数
も
減
っ
て
き
ま
し
た
。

　

瓦
の
屋
根
に
比
べ
て
、
心
配
は
だ
ん

ぜ
ん
か
や
ぶ
き
屋
根
の
方
が
多
い
と
い

い
ま
す
。
か
や
ぶ
き
は
痛
み
が
早
い
か

ら
で
す
。
ま
た
屋
根
を
ふ
き
か
え
る
に

し
て
も
、
職
人
の
数
が
少
な
い
た
め
、

屋
根
の
全
面
を
短
期
間
で
ふ
き
か
え
る

の
は
難
し
い
そ
う
で
す
。
塚
田
さ
ん
は
、

大
朝
町
の
職
人
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
な

っ
て
、
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

か
や
ぶ
き
屋
根
の
材
料
と
な
る
か
や

は
塚
田
さ
ん
た
ち
自
ら
で
準
備
し
ま
す
。

か
や
の
切
り
取
り
時
期
は
１０
月
か
ら

１１
月
。
そ
の
時
期
に
な
る
と
、
天
気
の

良
い
日
は
ほ
と
ん
ど
刈
り
取
り
に
出
か

け
ま
す
。
昔
は
手
で
刈
っ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
機
械
で
刈
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

刈
っ
た
か
や
は
、
直
径
２０
cm
く
ら
い

の
束
に
く
く
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
束

を
立
て
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
形

に
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
た

か
や
は
持
ち
帰
っ
て
、
倉
庫
に
積
ん
で

お
き
ま
す
。
だ
い
た
い
、
大
き
な
家
１

軒
を
か
や
で
ふ
く
と
、
４
０
０
０
束
く

ら
い
か
か
る
そ
う
で
す
。
こ
の
秋
の
時

期
の
か
や
の
刈
り
取
り
も
大
切
な
作
業

で
す
。

竪
穴
式
住
居
を

作
り
た
い
ん
で
す
が
・
・
・

　

か
や
ぶ
き
で
、
小
学
生
と
の
交
流
も

あ
り
ま
し
た
。
数
年
前
、
向
原
小
学
校

の
６
年
生
が
卒
業
制
作
で
竪
穴
式
住
居

を
造
り
た
い
と
い
う
相
談
が
舞
い
込
み

ま
し
た
。
塚
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
ま
だ

作
っ
た
こ
と
の
な
い
建
物
で
し
た
。
ま

ず
は
実
物
を
見
て
み
よ
う
と
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
三
次
の
風
土
記
の
丘
に

見
学
へ
出
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
建
物

を
研
究
し
て
帰
り
ま
し
た
。
帰
っ
て
早

速
に
小
さ
い
模
型
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

何
と
か
で
き
る
か
も
と
思
っ
た
そ
う
で

す
。

　

作
業
に
と
り
か
か
る
前
、
子
ど
も
た

ち
は
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
必
要

に
な
る
わ
ら
を
集
め
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
小
学
校
の
近
く
の
山
か
ら
切
り
出

さ
れ
た
丸
太
も
、
何
人
か
で
協
力
し
て

運
び
出
し
て
い
ま
し
た
。
骨
組
み
、
ひ

も
の
結
び
方
、
塚
田
さ
ん
の
指
導
の
も

と
作
業
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
問
題
は
ま
だ
あ
り
ま
し
た
。

時
間
の
問
題
で
す
。
３
週
間
で
作
り
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小

学
生
た
ち
も
す
べ
て
の
授
業
時
間
を
作

業
に
費
や
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

で
き
る
範
囲
で
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
長
田
地
区
の
皆
さ
ん

が
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
地
域
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
と
塚
田

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

竪
穴
式
住
居
の
完
成
。
一
緒
に
取
り

組
ん
だ
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
立
派
に

で
き
て
良
か
っ
た
と
、
多
く
の
声
が
塚

田
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
文

集
は
今
で
も
大
切
に
保
管
し
て
あ
り
ま

し
た
。
卒
業
生
は
そ
の
竪
穴
式
住
居
の

中
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
掘
り
起
こ
す

そ
う
で
す
。

残
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
と

迷
惑
に
な
る
と
い
う
気
持
ち

　

塚
田
さ
ん
と
し
て
は
、
今
複
雑
な
心

境
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
大

工
さ
ん
た
ち
と
協
力
し
て
、
新
築
の
家

は
無
理
だ
と
し
て
も
小
さ
い
茶
室
み
た

い
な
も
の
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
当
然
か
や
ぶ
き
で
ね
。
た
だ
、

や
っ
ぱ
り
か
や
ぶ
き
屋
根
は
消
耗
品
な

ん
で
す
よ
ね
」

　

作
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
持
ち
主
が

い
ず
れ
困
る
こ
と
に
な
る
と
き
が
来
る

こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
と

し
て
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

と
、
管
理
に
困
ら
せ
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
。
そ
の
２
つ
の
気
持
ち
の
は
ざ

間
で
揺
れ
て
い
る
ん
だ
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
仕
事
で
は
な
く
、
趣
味

に
で
も
か
や
ぶ
き
を
や
っ
て
み
よ
う
と

思
う
ひ
と
が
い
れ
ば
、
自
分
の
技
術
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

※児童手当のことをもっと詳しく
　知りたい時は、社会福祉課へ
　　　　　　　　　４２－５６１５



ホット
な

話  題

　７月１７日（土）八千代町にある鶴学園八千代校舎で、かぶ

と虫の村づくり講座が開催されました。この講座は、「田舎

の魅力を伝えよう」と県北の市町村が中心になって進めて

いる、「やまなみ大学」の取り組みのひとつです。

　この講座に、八千代の刈田児童館から３１人が参加しました。

昨年は雨で中止になったため、断念。今年やっとの思いで

講座に参加できました。

　雑木林でかぶと虫を探しつつ、山から木の枝を持って降

りて、来年かぶと虫の家になる盛山を作っていきました。

残念ながら林の中ではかぶと虫は見つけられませんでしたが、

参加者にはかぶと虫がプレゼントされました。

たくさんかぶと虫がほしいぞ～
鶴学園八千代校舎　かぶと虫の村づくり講座

　広島県建設労働保険組合の大工・左官の皆さんは、毎年

一人で暮らすお年寄りの家などをまわり、自分たちの技術

をいかしてボランティア活動を続けています。

　６月２５日に建労吉田支部の皆さんが、高宮地域のお年寄

りの家１２戸の建具や座板などを修理しました。また６月２

７日には、甲田支部の皆さんが雨天にもかかわらず、２小

学校、２保育園の飼育小屋の壁や倉庫の屋根などを修理し

ました。

　修理をしてもらったお年寄りの一人は、「自分ではなかな

か直せない。大変助かります」と建労の皆さんに感謝の気

持ちを伝えていました。

毎年恒例のボランティア
建労の皆さんお年よりの家や建具などを修理

このコーナーは市内のいろいろな出来事を紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を知らせてください。

連絡先　安芸高田市　企画課
　　　　TEL ４２－５６１２
　　　　〒７３１－０５９２　安芸高田市吉田町吉田７９１番地
　　　　Eメール　info@akitakata.jp

　７月１７日（土）美土里町の本郷地域で、本郷地域づくり協

議会主催のグラウンドゴルフ大会が開催されました。この

大会に地域から７０名が参加しました。

　会場は、２年前に廃校になった旧本郷小学校の校庭で行

なわれました。本郷地域では現在、この跡地をどのように

していくかという議論を重ねています。「地域のみんなに跡

地のことを考えてもらいたい。小学校を使って行事をする

ことで、きれいにしなければという気持ちと、どのように

活用していくかという意識の芽生えにつながれば」と主催

した協議会のメンバーは、グラウンドゴルフをして楽しむ

みんなを見ながら話してくれました。

地域の拠点づくりの第一歩として
ほむらのグラウンドゴルフ大会

　７月１７日（土）と１８日（日）吉田町郷野集会所を拠点に、

子どもふるさと探検隊のキャンプが開催されました。

　毎年恒例のこのキャンプに、今年は４６人の隊員が参加し

ました。なんと言っても、子どもたちが楽しみにしていたの

はカヌー。今回は特別講師として、カヌースラロームカナデ

ィアンペア競技で日本代表として世界選手権に挑戦してきた、

美土里町の永井元樹さんが参加しました。永井さんは、「友

達に少しだけ自慢ができるのはこの技ですよ」と隊員たちに

関心を持たせつつ、指導していきます。隊員たちも永井さん

のカヌーの速さ、思いのままに動かすパドルさばき一つ一つ

に「スゲ－」と声を出し、目を輝かせていました。

日本代表選手に教えてもらう
子どもふるさと探検隊　「０４’キャンプ」

　美土里中学校と美土里小学校では、地域に根ざす一貫し

た教育を目指し、いろいろな取り組みを進めています。こ

の取り組みの一環として、６月９日（水）中学生が日ごろ勉

強している英語を小学生に教えました。

　中学生は、小学生の学年ごとに、教える内容を自分たち

で考えました。その結果、ゲームをふんだんに取り入れて、

興味をひくよう教えました。 

　教えた生徒からは「もっと教え方を勉強しておけばよか

った」「普段がんばっていることが生かせてよかった」など

の感想が聞かれ、英語を通した表現力、発表力の向上につ

ながったと喜んでいました。

What  is  this ?　これは何？
美土里中生徒が美土里小児童に英語を指導

　７月２５日（日）、吉田公民館で「社会を明るくする運動」

推進大会が開催されました。この大会は、近年の犯罪情勢

が悪化し、少年非行も増加している中、少年非行を地域で

防いでいこうと市と、市教育委員会、高田地区保護司会で

構成する社会を明るくする運動実施委員会が実施したもの

です。

　最初に広島県警の方から、最近の県内での犯罪状況と防

止の取り組みなどの話を聞きました。その後、あど Run 太

さんのライブ、吉田高校と吉田中学校の生徒の皆さんによ

る吹奏楽合奏、県警察音楽隊による演奏がおこなわれ、防

犯と非行防止を音楽を通して訴えました。

音楽で非行防止を訴える
「社会を明るくする運動」推進大会

　７月４日（日）Ｂ＆Ｇ八千代海洋センターと八千代中学校体

育館で第３４回八千代町内バレーボール大会が開催されました。

　この大会に地域、中学校、職場から男女合わせて１７チー

ムの参加があり、コートの中では白熱した試合が繰り広げ

られました。

【男子の部】優勝　みどり会　準優勝　ＫＥＥＰＯＮ Ｂ

　第三位　ワイルドキャッツＡ　第三位　グットラックⅡ

【女子の部】優勝　オレンジシャーベット　

　準優勝　あ～どっこいしょ　第三位　八千代運輸Ａ

　第三位　レークサイド土師

チームをこえた交流も深まる
第３４回 町内バレーボール大会開催
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八
千
代
図
書
館
は
、
八
千
代
人
権
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
り
、
現
在
、
約

９
５
０
０
冊
の
蔵
書
と
約
６
０
０
冊
の

協
力
文
庫
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

一
角
に
は
絵
本
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

親
子
ま
た
は
子
ど
も
た
ち
同
士
座
り
込

ん
で
絵
本
を
楽
し
む
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
習
用
の
机
が
備
え
ら
れ
、
学

習
や
読
書
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
移
動
図
書
館
「
さ
わ
や
か
号
」

が
町
内
を
巡
回
し
、
小
さ
い
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

月
第
２
土
曜
日
に
「
お
は
な
し
会
」

と
「
読
書
会
」
を
し
て
い
ま
す
。
関

心
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
期
待
に
で
き
る
だ
け
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

八
千
代
図
書
館
利
用
時
間

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

（
月
曜
日
は
休
館
で
す
）

★吉田図書館（吉田公民館内）

★八千代図書館（八千代人権福祉センター内）

★美土里図書館（美土里生涯学習センターまなび内）

★田園パラッツォ図書館（高宮田園パラッツォ内）

★甲田図書館（甲田若者定住センターミューズ内）

★向原図書館（向原公民館内）

★吉田図書館

★八千代図書館

★美土里図書館

★田園パラッツォ図書館

★甲田図書館

★向原図書館

市内の図書館より

図書館からおすすめの本

本
BOOK

ほん

本
BOOK

ほん

本
BOOK

ほん

　「冬のソナタ」ユン・ソクホ監督
の四季シリーズ第１弾。ノベライズ
本です。出生の秘密あり、主人公が
不治の病になったり、事故にあった
り・・・。韓国ドラマの王道ですが、
冬ソナ同様、純粋な物語です。

『秋の童話』 　オ・スヨン／著

　重い障害をもつ多田氏と難病と共
に生きる柳澤氏。二人の生命科学者
がいのち・老い・病などについて語
り合う。病んだもの同士の共感と心
の綾が細かく描かれていく感動の物語。

『露の身ながら』
多田　富雄・柳澤　桂子／共著

　いつどこで生まれたのかわからない、
“死と再生の詩”。朝日新聞『天声人語』
で紹介され、日本でも大反響となりま
した。英語原詩、写真詩、楽譜、この
詩に関するエッセイが収録されています。

『千の風になって』
原詩／作者不明　新井満／日本語詩

　レジャーや農作業中に出会う可能
性のある危険な生物について紹介す
るハンドブック。動物、昆虫から植
物まで、写真やイラストで確認して
おくといざというとき役立ちます。

『野外毒本』
羽根田　治／著

　重ねて焼く独自のスタイルを持
つ広島のお好み焼。なぜ広島であの
形になったのか？なぞを解くカギは、
１９４５年８月６日にあった･･･。広
島のお好み焼誕生のなぞを探る。

『広島お好み焼物語』
那須　正幹／著

　質問力（コミュニケーション力）
という考え方を意識する習慣をつ
けると人生が豊かになります。

『質問力』―話し上手はここがちがう―
齋藤　孝／著

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

　

増
元
さ
ん
は
、
自
ら
の
山
を

旧
北
小
学
校
へ
学
校
林
と
し
て

提
供
。
主
に
高
学
年
に
造
林
作

業
や
自
然
観
察
な
ど
の
指
導
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
２０
年
続
き
、
子
ど
も

た
ち
に
自
然
の
大
切
さ
、
山
の

は
た
ら
き
、
自
然
と
人
と
の
か

か
わ
り
方
な
ど
も
伝
え
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

お役立ち
情報

緑
化
推
進
運
動
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を

増
元
義
雄
さ
ん
が
受
賞

八
千
代
図
書
館人

権
推
進
課

42
・
1
1
2
6

青
少
年
育
成
広
島
県
民
会
議

会
長
表
彰　

安
芸
高
田
市
か
ら
３
名
が
受
賞

表　
　

彰

　

青
少
年
育
成
広
島
県
民
会
議

の
総
会
で
、
表
彰
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
で
、
安
芸
高
田

市
内
か
ら
３
名
が
青
少
年
育
成

功
労
者
と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

岡
原
喜
佐
登
さ
ん

　

岡
原
ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
美
土
里
町
）

　

美
化
活
動
と
し
て
、
小
学
校

の
花
壇
の
草
取
り
や
雪
よ
け
、

そ
し
て
周
辺
の
掃
除
な
ど
多
年

に
わ
た
り
誠
心
誠
意
奨
励
し
て

い
る
姿
は
地
域
住
民
か
ら
感
謝

さ
れ
て
い
る
。

　

清
貞
光
儀
さ
ん
（
向
原
町
）

　

奉
仕
の
精
神
に
富
み
、
青
少

年
か
ら
高
齢
者
ま
で
適
切
な
指
導
・

助
言
を
行
い
、
健
全
な
社
会
の

建
設
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

７
月
６
日（
火
）、
江
の
川（
上

流
）水
質
汚
濁
防
止
連
絡
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
美
土
里
町
の
「
親

和
会
」（
代
表　

小
笠
原
榮
さ
ん
）

が
行
っ
て
い
る
廃
油
石
鹸
づ
く

り
の
取
り
組
み
が
、
水
質
浄
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

美
土
里
町
「
親
和
会
」

廃
油
石
鹸
づ
く
り
で

水
質
浄
化
功
労
表
彰
を
受
賞

●
瑞
宝
双
光
章

　

沖
土
居
淳
さ
ん
（
吉
田
町
）

　

沖
土
居
さ
ん
は
、
海
上
犯
罪

の
取
り
締
ま
り
や
海
難
救
助
、

海
上
交
通
の
安
全
の
確
保
な
ど

の
業
務
を
行
な
う
、
海
上
保
安

庁
に
勤
務
。
日
本
は
か
な
り
の

資
源
を
外
国
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、

そ
の
資
源
は
船
に
よ
っ
て
運
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
船
の
安
全

を
第
一
に
考
え
て
長
年
に
わ
た

り
勤
務
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

向
原
白
ば
ら
会
（
代
表　

門

橋
政
子
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
、

こ
の
た
び
総
務
大
臣
か
ら
の
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
昭
和
５３

年
か
ら
活
動
を
は
じ
め
、「
女
性

の
力
で
明
る
い
選
挙
を
」
を
目

標
に
、
現
在
２０
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、

選
挙
に
目
を
向
け
て
い
こ
う
と

住
民
に
呼
び
か
け
、
昨
年
行
な

わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
で
向
原
地

域
の
投
票
率
が
高
か
っ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

向
原
白
ば
ら
会

総
務
大
臣
か
ら
の
表
彰
を
受
賞

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲



保
健
と
福
祉

催
し
物

各
種
委
員
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第1回 安芸高田花火大会第1回 安芸高田花火大会第1回 安芸高田花火大会
安芸高田花火大会実行委員会事務局　　４７－４０２４

みんなでつくろう　みんなのまつり

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

■と　き　８月２１日（土）　午後４時３０分～午後９時３０分

■ところ　吉田運動公園

■内　容　花火２０００発、踊りを中心にしたステージ、バザー、

　　　　　フリーマーケット、ゲームなど

みんなのまつり、花火もみんなの力で

　安芸高田市誕生に伴い、これまで吉田町で行なっていた「一

心祭」を「安芸高田花火大会」とし、新たなスタートをきること

になりました。サブテーマは「新市誕生　合図の花火といっし

ょにおどりんさい」です。

　現在、６町の商工会青年部を中心とする実行委員会で、思い

出に残るイベントにするため、総力をあげて準備を進めています。

　この花火大会を安芸高田の夏の風物詩に定着させるため、市

内各所に設けた協賛募金箱への協力をお願いします。募金して、

自分の花火をドッカーンと打ち上げましょう。

人
権
推
進
課

42
・
1
1
2
6

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

広
島
県
健
康
増
進
・
歯
科
保
健
室

（
0
8
2
）5
1
3
・
3
0
7
8

お役立ち
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緑 K

　

吉
田
町
を
主
な
担
当
区
域
と
す

る
人
権
擁
護
委
員
に
、
新
川
辰
二

さ
ん
が
７
月
１
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱（
再
任
）さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
で
、
地

域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人

権
侵
害
が
お
き
な
い
よ
う
に
見
守

り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
全
国
の
市
町

村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課

42
・
0
0
5
4

教
育
委
員
会
各
種
委
員

　

新
市
に
な
り
、
次
の
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
任
期
は
、

平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

■
社
会
教
育
委
員　

●
議　

長　

小
早
川　

男
（
吉
田
町
）

●
副
議
長　

柳
川
大
六
（
高
宮
町
）

学
校
教
育
関
係
者:

永
井
初
男
【
美

　

土
里
小
学
校
】
今
田
雄
次
【
甲

　

田
中
学
校
】

社
会
教
育
関
係
者: 

本
田
清
美
【
吉

　

田
町
】
田
村
弘
子
【
八
千
代
町
】

　

岡
田
千
里
【
高
宮
町
】　

吉
田
修
、

　

金
行
哲　

【
甲
田
町
】　

先
川

　

和
幸
【
向
原
町
】

学
識
経
験
者: 

岡　

宏
州
【
吉
田
町
】

　

天
清
一
亮
、　

保
野
哲
也
【
八

　

千
代
町
】
尾
谷
勇
人
、
出
原
佐

　

智
子
【
美
土
里
町
】
渡
邊
義
則

　

【
高
宮
町
】
鍋
谷
秀
行
、
重
村

　

里
美
【
向
原
町
】

■
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

●
会　

長　

枡
川
良
明
（
高
宮
町
）

●
会
長
職
務
代
理　
　

近
勝
（
吉

　

田
町
）

三
上
節
次
、
秋
田　

幸
【
吉
田

町
】
中
間
末
雄
、
田
中
常
洋
、

新
本
松
夫
【
八
千
代
町
】　

原

洋
、
久
保
良
雄
、
三
上
啓
【
美

土
里
町
】
築
地
昭
二
、
田
原
登

【
高
宮
町
】
重
藤
剛
介
、
平
重

陽
三
、
塲
正
勝
【
甲
田
町
】
井

上
沖
彦
、
小
田
重
男
、
谷
林
文

男
【
向
原
町
】

■
体
育
指
導
委
員

●
会　

長　

河
野　

正
義
（
甲
田
町
）

●
副
会
長　

熊
高　

一
雄
（
高
宮
町
）

　

清
美
、
板
重
ヤ
ス
子
、
佐
伯

博
人
、
河
野
栄
、
宮
田
秀
登
、

井
本
正
輝
、　

田
京
子
、
岩
崎

律
子
、
渡
里
美　

、
近
藤
俊
樹
、

宮
地
浩
一
郎
、
秋
田
政
之
【
吉

田
町
】
岡
山
薫
、
沖
野
禎　

、

近
末
訓
、
久
保
美
千
代
、
河
井

美
智
惠
、
加
勢
熊
八
重
子
、
土

橋
桂
子
、
小
浦
隆
、
繁
村
秀
之
、

原
宏
治
【
八
千
代
町
】
佐
藤
仁

志
、
益
田
信
、
菊
池
俊
子
、
河

野
幸
夫
、
中
村
慎
吾
、
稲
垣
明

美
、
伊
藤
多
恵
、
清
水
勝
【
美

土
里
町
】
田
中
房
人
、
秋
國
満
、

瀬
沢
唯
見
、
菅
原　

司
、
信
藤

清
、
山　

洋
子
、
岸
岡
八
千
代
、

竹
川
信
明
、
小
脇
清
志
、
若
狭

孝
祐
、
小
田
政
則
、
河
野
恵
、

柳
川
大
六
、
佐
々
木
由
香
里
【
高

宮
町
】
新
田
豊
文
、
金
行
哲　

、

入
本
和
男
、　

川
千
代
美
、
湧

山
三
千
子
、
松
本
義
樹
【
甲
田

町
】
小
野
正
弘
、　

清
千
惠
子
、

大
前
英
昭
、
佐
々
木
智
子
、
出

原
了
子
、
佐
々
木
幸
浩
、
吉
本

弘
三
、
前
川
和
宣
、
石
見
惠
美

子
、
五
舛
目
千
嘉
子
【
向
原
町
】

人
権
推
進
課

42
・
1
1
2
6

テ
レ
ビ
出
演
中
の
あ
の
方
が

講
師
に　

人
権
講
演
会

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
生
活
笑
百
科
」

で
気
さ
く
な
回
答
と
笑
顔
が
評
判

の
弁
護
士　

三
瀬　

顕
（
み
せ　

け
ん
）
さ
ん
を
迎
え
て
、
人
権
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　

９
月
６
日（
月
）午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ　

吉
田
公
民
館

■
入
場
料　

無
料

吉
田
少
年
自
然
の
家42

・
2
3
1
1

親
子
で
一
緒
に
楽
し
も
う

秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代

の
丘
美
術
館

52
・
3
0
5
0

八
千
代
の
丘
美
術
館

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

■
開
館
時
間

　

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

■
入
場
料　

無
料

●
挽
田　

謹
子　

日
本
画
展

　

国
画
会

　

８
月
２７
日（
金
）〜
９
月
６
日（
月
）

●
一
場　

洋
次
郎　

洋
画
展

　

二
紀
会

　

９
月
１０
日（
金
）〜
９
月
２０
日（
月
）

■
と
き　

９
月
１１
日（
土
）〜

　

１２
日（
日
）
　

１
泊
２
日

■
対
象
者
・
定
員

　

フ
ァ
ミ
リ
ー　

２０
組

■
料
金　

大
人　
　

４
８
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
３
８
０
０
円

　
　
　
　

幼
児　
　

２
８
０
０
円

■
申
し
込
み　

①
参
加
者
名
②
性

　

別
③
学
校
名
／
学
年
④
年
齢
⑤

　

住
所
⑥
電
話
番
号
を
記
載
し
て
、

　

８
月
１０
日（
火
）ま
で
に
、
は
が

　

き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
４２
―

２
３
０
１

高
宮
支
所　
市
民
生
活
課

た
か
み
や
湯
の
森　

温
水
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
プ
ー
ル　

健
康
教
室

57
・
0
3
1
3

57
・
0
3
1
3

■
と
こ
ろ　

た
か
み
や
湯
の
森

　

温
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル

■
定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
約
１５
名

■
申
込
期
限　

８
月
３１
日
（
火
）

　

ま
で
に
高
宮
支
所
市
民
生
活

　

課
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
健
康
づ
く
り
コ
ー
ス

（
肩
こ
り
、
腰
痛
予
防
）

■
期
間
と
時
間　

１０
月
７
日
〜

　

１１
月
１１
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

　

全
１０
回　

午
前
１０
時
〜
１１
時　

■
参
加
料　

２，

０
０
０
円

し
っ
か
り
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

（
ダ
イ
エ
ッ
ト
）

■
期
間
と
時
間　

１０
月
６
日
〜

　

１１
月
１０
日　

毎
週
水
曜
日

　

全
５
回　

午
後
７
時
〜
８
時

■
参
加
料　

１，

０
０
０
円

※
希
望
者
は
、
主
治
医
の
意
見

　

書
が
必
要
。

※
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
温
水
プ

　

ー
ル
使
用
料
４
０
０
円
は
別

　

料
金
。（
１
回
に
つ
き
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

　

は
じ
め
て
の
人
を
優
先
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
課

42
・
5
6
1
5

障
害
の
治
療
や
更
生
の
た
め
の

通
院
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

 

安
芸
高
田
市
に
住
所
が
あ
り
、

障
害
の
更
生
や
治
療
の
た
め
通
院

し
て
い
る
次
の
方
に
、
病
院
ま
で

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
腎
臓
機
能
障
害
が
あ
り
、
血
液

　

透
析
療
法
を
受
け
て
い
る

②
障
害
等
級
が
１
級
か
ら
３
級
に

　

該
当
す
る
義
務
教
育
終
了
ま
で

　

の
児
童
と
そ
の
保
護
者

③
療
育
手
帳
が　

、　

、　

に
該
当

　

す
る
本
人
と
そ
の
保
護
者

④
広
島
県
小
児
特
定
疾
患
対
象
児

　

と
そ
の
保
護
者
（
た
だ
し
保
護

　

者
は
対
象
児
が
１８
歳
に
な
る
ま

　

で
対
象
）

⑤
広
島
県
特
定
疾
患
対
象
者

⑥
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

　

持
っ
て
い
る
人
や
通
院
医
療
費

　

公
費
負
担
を
受
け
て
い
る
人

■
助
成
金
額　

通
院
日
の
往
復
バ

　

ス
代
な
ど
の
４
分
の
１

　

（
１０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
支
給
月　

４
月
・
７
月
・
１０
月
・

　

１
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で

　

を
支
給

※
通
院
費
の
助
成
は
申
請
し
た
月

　

か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
助
成
は
前
記
対
象
者
の
み

　

に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害

　

の
更
生
や
障
害
の
治
療
以
外
（
か

　

ぜ
、
点
滴
、
蓄
の
う
症
な
ど
）

　

で
の
通
院
は
支
給
の
対
象
に
な

　

り
ま
せ
ん
。

○Ａ

Ａ

○Ｂ

酒
を
や
め
た
い
、酒
で
困
っ
て
い

る
、ま
た
そ
の
家
族
の
相
談
に
断

■
と
き
・
時
間

　

８
月
２１
日（
土
）
例
会

　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　

９
月
６
日（
月
）
例
会

　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　

９
月
１２
日（
日
）
昼
例
会

　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

吉
田
公
民
館

※
詳
し
い
内
容
は
、
広
島
断
酒
ふ

た
ば
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
島
断
酒
ふ
た
ば
会　

中
村
忠

43
・
1
6
0
5

　

広
島
県
が
指
定
す
る
病
院
な
ど
で
、

今
年
の
４
月
１
日
以
降
、
夫
婦
が

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
の
治
療
費

の
う
ち
、
１
年
１０
万
円
を
限
度
と

し
て
、
通
算
２
年
間
助
成
す
る
事

業
で
す
。

　

申
請
は
、
治
療
終
了
後
２
ヵ
月

以
内
に
、
芸
北
地
域
保
健
所
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
助
成
に
は
、
所

得
制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
広
島
県
健
康
増
進
・
歯

科
保
健
室
か
広
島
県
芸
北
地
域
保

健
所
保
健
課
健
康
増
進
係
電
話（
０

８
２
）
８
１
４
│
３
１
８
１
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
申
請
書
類
は
保
健
医
療
課

と
各
支
所
市
民
生
活
課
へ
あ
り
ま
す
。
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■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

県
庁
知
的
障
害
者
福
祉
室

み
ん
な
の
理
解
で
ふ
れ
あ
う
喜
び

広
島
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

突
然
体
調
が
・・・
。
そ
ん
な
時

休
日
・
夜
間
当
番
医

旧
軍
人
・
軍
属
・
遺
族
等

援
護
相
談
会

県
庁
援
護
恩
給
室

（
0
8
2
）5
1
3
・
3
0
3
5

お役立ち
情報

緑 K

■
と
き　

９
月
７
日
〜
１２
日

■
と
こ
ろ　

天
満
屋
福
山
店

　
　
　
　
　

（
福
山
市
元
町
１
│
１
）

■
内
容　

障
害
の
あ
る
人
々
に
対

　

す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、

　

手
工
芸
品
の
展
示
・
即
売
、
障

　

害
の
あ
る
人
々
の
暮
ら
し
の
相

　

談
な
ど

中
高
年
求
職
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

求
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

中
高
年
求
職
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

お
お
む
ね
４０
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
「
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

講
習
」「
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

な
ど
豊
富
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
求

職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

１０
月
１８
日（
月
）〜
１１
月

　

５
日（
金
）土
日
除
く
午
前
１０
時

　

〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り

　

セ
ン
タ
ー（
三
次
市
十
日
市
西
）

■
定
員　

２０
名（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
と
問
合
せ　

中
高
年
求
職

　

者
支
援
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
へ
連

　

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旧
軍
人
等
の
恩
給
受
給
資
格
の

有
無
、
傷
病
恩
給
請
求
手
続
き
、

戦
没
者
の
遺
族
へ
の
援
護
措
置
な

ど
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
９
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

芸
北
地
域
事
務
所

　

（
広
島
市
安
佐
北
区

可
部
四
丁
目
１２
│
１
）

※
可
部
会
場
の
ほ
か
、
三
次
会
場
、

　

東
広
島
会
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

と
き
と
こ
ろ
な
ど
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
県
庁
援
護
恩
給
室
の
援
護
・
恩

　

給
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
月
〜

　

金
曜
日
ま
で
相
談
を
行
な
っ
て

　

い
ま
す
。

（
0
8
2
）5
1
3
・
3
1
6
1

芸
北
地
域
保
健
所　

保
健
課

各
種
相
談
・
検
診
に
応
じ
ま
す

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
相
談

■
と
き　

８
月
１９
日（
木
）午
後
１

　

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
相
談
は

　

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
制
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

■
と
こ
ろ　

芸
北
地
域
事
務
所

　

第
２
庁
舎
２
階
指
導
室

■
対
象　

長
期
に
わ
た
り
社
会
参

　

加
を
し
な
い
状
態
が
続
い
て
い

　

る
思
春
期
・
青
年
期
の
人
と
そ

　

の
家
族
。

※
家
族
だ
け
で
の
相
談
可

※
原
則
と
し
て
精
神
科
で
治
療
中

　

の
人
は
対
象
外

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

■
と
き　

８
月
２３
日（
月
）午
前
９

　

時
〜
１１
時（
毎
月
第
４
月
曜
日
）

■
と
こ
ろ 　

芸
北
地
域
保
健
所

○
エ
イ
ズ
は
、
予
防
も
治
療
も
で

　

き
る
病
気
で
す
。
検
査
を
希
望

　

す
る
方
は
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
匿
名
、
無
料
で
受
け

　

ら
れ
ま
す
。

○
エ
イ
ズ
は
、
感
染
し
て
か
ら
抗

　

体
が
で
き
る
ま
で
、
６
〜
８
週

　

間
か
か
り
ま
す
。
感
染
の
機
会

　

が
あ
っ
て
か
ら
３
ヵ
月
以
降
に

　

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

平
成
１６
年
度

国
民
健
康
保
険
税

税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　

毎
年
８
月
に
そ
の
年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
を
見
直
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
１２
年
４
月
か
ら
介
護
保
険

制
度
が
は
じ
ま
り
、
国
民
健
康
保

険
税
は
医
療
分
と
介
護
分
を
そ
れ

ぞ
れ
算
定
し
合
計
し
た
額
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
税
率
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　

医
療
分
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
平
成
１６
年
度
中
に
病
院
に
か
か

る
医
療
費
見
込
み
総
額
か
ら
国
の

負
担
金
と
皆
さ
ん
の
一
部
負
担
金

を
差
し
引
い
た
残
り
を
国
民
健
康

保
険
税（
医
療
分
）と
し
て
税
率
を

定
め
ま
す
。

　

ま
た
介
護
分
は
、
平
成
１６
年
度

分
の
介
護
納
付
金
額
か
ら
国
の
負

担
金
を
差
し
引
い
た
残
り
を
国
民

健
康
保
険
税（
介
護
分
）と
し
て
税

率
を
定
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
保
険
税
が

　
　
　
　

国
保
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
病
気
や
け
が

に
お
そ
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
は
、
そ
ん
な
時
で

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

た
め
に
、
加
入
者
が
み
ん
な
で
お

金
を
出
し
あ
っ
て
医
療
費
に
あ
て

て
い
る
と
て
も
大
切
な
制
度
で
す
。

　

保
険
税
は
、
国
な
ど
の
補
助
金

と
と
も
に
、
病
気
や
け
が
を
し
た

と
き
の
医
療
費
や
出
産
育
児
一
時
金
、

葬
祭
費
な
ど
の
給
付
に
用
い
ら
れ
、

私
た
ち
の
健
康
を
守
る
国
保
の
大

切
な
財
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

　

特
別
な
事
情
も
な
い
の
に
保
険

税
を
滞
納
す
る
と
、
国
民
健
康
保

険
税
滞
納
世
帯
に
対
す
る
措
置
が

厳
し
く
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
納
期
限
か
ら
滞
納
が
１
年
間
を

　

過
ぎ
る
と
保
険
証
を
返
し
て
も

　

ら
い
、「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

　

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

　

医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己

　

負
担
に
な
り
ま
す
。

②
納
期
限
か
ら
滞
納
が
１
年
６
ヵ

　

月
過
ぎ
る
と
、
医
療
費
、
高
額

　

療
養
費
、
出
産
育
児
一
時
金
な

　

ど
の
国
保
の
給
付
が
全
部
ま
た

　

は
一
部
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

③
①
と
②
の
措
置
を
受
け
て
も
な

　

お
納
め
な
い
で
い
る
と
、
差
し

　

止
め
た
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納

　

分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

保
険
税
は
国
保
を
支
え
る
貴
重

な
財
源
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
保

険
税
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

税
務
課

42
・
5
6
1
4

保
健
医
療
課

42
・
5
6
1
9

平成１６年度　税 率 表
項　　目
所　得　割
資　産　割
均　等　割
平　等　割
課税限度額

医　療　分 介　護　分
5.4%
25.0%

21,000円
20,000円
530,000円

1.1%
9.0%

8,400円
4,500円
80,000円

（
0
1
2
0
）0
9
2
・
0
3
6

メダルをめざして、メダルをめざして、メダルをめざして、メダルをめざして、メダルをめざして、

がんばれ!!がんばれ!!がんばれ!!がんばれ!!がんばれ!!

　７月２６日（月）県体協はアテネオリンピック

に出場する、広島県出身や在住の選手を激励す

る会を行ないました。この中には、現在サンフ

レッチェ広島で活躍している森　浩司選手と駒

野友一選手も出席していました。

　この両選手は、サンフレッチェ広島ユースの

出身です。高校生時代の３年間は吉田で生活を

していました。

　吉田高校と吉田高校同窓会、市と市議会もこ

の日会場にかけつけました。「市民みんなで応

援しています」と花束と多くの思いが込められ

た３本の矢が贈られました。

環
境
と
生
活

広
島
県
中
央
児
童
相
談
所

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
・
心
の
相
談

定
期
巡
回
相
談

■
と
き

　

８
月
１６
日（
月
）・
９
月
１３
日（
月
）

　

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

農
林
局
高
田
地
方
農

　

村
整
備
事
業
所
（
吉
田
町
常
友
）

※
児
童
福
祉
司
、
心
理
判
定
員
が

　

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
希
望
者
は
広
島
県
中
央
児

童
相
談
所
か
保
健
医
療
課
、
各
支

所
保
健
師
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。 （

0
8
2
）2
5
4
・
0
3
8
1

８
月
２２
日（
日
）

平
原
内
科
医
院
（
吉
田
町
）

【
内
科
】
℡
４２-

０
４
４
６

大
畠
産
婦
人
科
医
院
（
吉
田
町
）

【
産
婦
人
科
】
℡
４２-

０
０
６
７

８
月
２９
日（
日
）

井
上
内
科
医
院
（
吉
田
町
）

【
内
科
】
℡
４２-

０
０
０
５

９
月
５
日（
日
）

竹
本
外
科
胃
腸
科
医
院

　

（
八
千
代
町
）【
外
科
・
胃
腸
科
】

　

℡
５２-

３
６
５
６

児
玉
眼
科
医
院
（
吉
田
町
）

　

【
眼
科
】
℡
４２-

０
２
２
６

９
月
１２
日（
日
）

増
田
内
科
・
小
児
科
医
院

　

（
甲
田
町
）【
内
科
・
小
児
科
】

　

℡
４５-

２
０
３
１

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応

吉
田
総
合
病
院
（
吉
田
町
）

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

　

出
か
け
る
前
に
医
療
機
関
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時

税
務
課

税
な
ど
の
滞
納
を

減
ら
す
た
め

市
税
等
滞
納
整
理
対
策

本
部
を
設
置

　

安
芸
高
田
市
の
債
権
確
保
は
公

平
・
公
正
を
保
つ
た
め
に
も
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
そ
の
役
割
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
も
、
税
務
課
な
ど

で
の
取
り
組
み
の
強
化
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
関
係

部
・
課
・
支
所
が
一
体
と
な
り
、

効
率
的
・
効
果
的
な
取
り
組
み
を

す
る
た
め
滞
納
整
理
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

本
部
で
は
、
計
画
的
な
徴
収
の

取
り
組
み
、
法
的
措
置
の
取
り
組

み
な
ど
を
協
議
し
て
、
市
を
あ
げ

て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
８
・
９
月
ま
で

は
徴
収
強
化
期
間
と
し
て
個
別
訪

問
徴
収
を
徹
底
し
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
徴
収
の
経
過
を
ふ

ま
え
随
時
、
法
的
処
置
を
実
施
し

ま
す
。

42
・
5
6
1
4

市
民
生
活
課

国
民
年
金
保
険
料

便
利
で
安
心
な

口
座
振
替
で

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ

く
方
法
の
ほ
か
に
、
便
利
で
安
心

な
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。
口
座

振
替
に
し
て
お
く
と
、
毎
月
、
金

融
機
関
の
窓
口
に
行
く
時
間
と
手

間
が
省
け
ま
す
し
、
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
生
活
課
戸
籍
住

民
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

42
・
5
6
1
6

森　・駒野両選手を激励森　・駒野両選手を激励森　・駒野両選手を激励



平
成
１６
年
度　

自
衛
官
募
集

募　

集

21 20

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

広
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

広
島
県
職
員（
高
校
卒
業
程
度
）

と
広
島
県
警
察
官
採
用
試
験

お役立ち
情報

緑 K

■
広
島
県
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

●
受
付
期
間　

９
月
７
日（
火
）ま
で

●
１
次
試
験
日　

９
月
２６
日（
日
）

●
受
験
資
格　

昭
和
５８
年
４
月
２

　

日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
人

■
広
島
県
警
察
官
採
用
試
験

●
受
付
期
間　

９
月
３
日（
金
）ま
で

●
１
次
試
験　

９
月
１９
日（
日
）

●
受
験
資
格　

昭
和
５０
年
４
月
２

　

日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
人

※
試
験
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

　

広
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

可
部
募
集
案
内
所

安
芸
高
田
市
消
防
署

さ
し
の
べ
る
勇
気
が

す
く
う
尊
い
命

さ
ら
に
多
く
の「
救
え
る
命
」
を

救
う
た
め

２４
時
間
安
全
安
心
を
守
る

　

安
芸
高
田
消
防
署
で
は
、
１
日

当
た
り
３
・
７
件
の
救
急
隊
が
出

動
し
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
い
処
置
で「
救
え
る
命
」

を
救
う

　

心
肺
停
止
傷
病
者
を
医
療
機
関

に
搬
送
す
る
ま
で
に
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク（
除
細
動
）な
ど
、
適
切
な
処

置
を
行
う
の
が
『
救
急
救
命
士
』

で
す
。

適
切
な
処
置
を
行
う
た
め
病
院
実

習
を

　

救
急
救
命
士
は
、
平
成
１６
年
７

月
か
ら
気
管
挿
管

※

が
法
律
的
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

実
習
を
専
門
医
の
協
力
と
指
導
の

も
と
に
行
い
ま
す
。

気
管
挿
入
実
習
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
心
肺
停
止
傷
病
者
の
方
々
に
、

　

救
急
現
場
な
ど
で
口
か
ら
気
管

　

に
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
て
肺
に

　

直
接
酸
素
を
送
り
込
む
処
置
で

　

す
。

（
0
8
2
）5
1
3
・
5
1
4
4

（
0
8
2
）8
1
5
・
3
9
8
0

■
航
空
学
生

　

●
受
付　

９
月
８
日
ま
で

　

●
１
次
試
験　

９
月
２３
日

■
一
般
曹
候
補
学
生

　

●
受
付　

９
月
８
日
ま
で

　

●
１
次
試
験　

９
月
１８
日

■
曹
候
補
士

　

●
受
付　

９
月
８
日
ま
で

　

●
１
次
試
験　

９
月
１８
日

■
２
等
陸
・
海
・
空
士

男
子
●
受
付　

年
間
通
じ
て

　
　

●
１
次
試
験　

受
付
時
に
案
内

女
子
●
受
付　

９
月
８
日
ま
で

　
　

●
試
験　

９
月
２６
・
２７
日

県
立
大
学
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー

県
立
大
学
公
開
講
座

受
講
生
募
集

■
と
き　

９
月
７
日（
火
）〜
１０
月

　

２６
日（
火
）ま
で
毎
週
火
曜
日

■
と
こ
ろ　

広
島
県
立
大
学

　
　
　
　
　

（
庄
原
市
）

■
テ
ー
マ　
「
と
も
に
輝
く
２１
世
紀
」

　

│
女
と
男
が
つ
く
る
社
会
│

■
募
集
締
切　

８
月
３１
日（
火
）

■
受
講
料　

１，

０
０
０
円

（
0
8
2
4
）
72
・
0
8
4
9

お
知
ら
せ

土
地
・
建
物
を
譲
渡
し
た
時
の
譲
渡

所
得
の
「
税
」
制
度
が
変
わ
り
ま
し

　

平
成
１６
年
度
所
得
税
の
税
制
改

正
に
よ
り
、
平
成
１６
年
１
月
１
日

以
後
に
個
人
が
行
な
っ
た
土
地
・

建
物
な
ど
の
譲
渡
で
次
の
２
点
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

税
率
の
引
き
下
げ

　

長
期
譲
渡
所
得

　
　

一
律
２０
％
↓
一
律
１５
％

　

短
期
譲
渡
所
得

　
　

最
低
４０
％
↓
一
律
３０
％

特
別
控
除
の
廃
止

　

長
期
譲
渡
所
得
の
１
０
０
万
円

の
特
別
控
除
（
土
地
・
建
物
な
ど

の
譲
渡
所
得
が
、
１
０
０
万
円
以

下
の
場
合
も
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
）

こ
の
２
点
以
外
に
も
改
正
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
譲
渡
し

　

た
年
の
１
月
１
日
で
所
有
期
間

　

が
５
年
を
こ
え
る
土
地
・
建
物

　

な
ど
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得

※
短
期
譲
渡
所
得
と
は
、
譲
渡
し
た

　

年
の
１
月
１
日
で
所
有
期
間
が

　

５
年
以
下
で
あ
る
土
地
・
建
物
な

　

ど
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得

税
務
課
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平成１６年７月１１日執行

参議院
比例代表選出議員選挙
安芸高田市開票結果

平成１６年７月１１日執行

参議院
広島県選出議員選挙
安芸高田市開票結果

当日有権者数

投票者数

投 票 率

男  　

13,405人

8,364人

62.39％

女  　

14,961人

9,285人

62.06％

計  　

28,366人

17,649人

62.22％

当日有権者数

投票者数

投 票 率

男 　

13,386人

8,364人

62.48％

女 　

14,949人

9,285人

62.11％

計 　

28,335人

17,649人

62.29％

１

２

３

４

５

６

７

８

みどりの会議

自由民主党

女　性　党

社会民主党

維新政党・新風

公　明　党

民　主　党

日本共産党

117.310

6,449.726

223.000

1,298.000

20.000

3,541.993

4,534.967

800.000

92

4,579

199

748

14

1,402

4,018

737

25.310

1,870.726

24.000

550.000

6.000

2,139.993

516.967

63.000

届出
番号

得票総数
（ア＋イ）

政党等の得
票総数（ア）

名簿登載者の
得票総数（イ）政党等の名称

１

２

３

４

や な ぎ だ 稔

岡 本 み つ お

か め い 郁 夫

藤 本 さ と し

5,168

1,748

9,025

1,074

届出番号 候 補 者 名 得 票 数

投票総数

有効投票数

無効投票数

17,649

17,015

634

（敬称略）

6月分のおよろこびとおくやみ6月分のおよろこびとおくやみ

岡田　彩花

六信　美成

稲田　知紗

村川　瑛子

川本　　凛

船津竜之介

重永　磨哉

松浦　汰樹

足助　泰知

西川　　迅

井上　彩香

酒井　　錬

重廣　龍生

上田　大貴

谷上　竜一

宮本　一輝

中村　嘉祐

吉 田 町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

女

女

女

女

男

男

男

男

男

男

女

女

男

男

男

男

男

男

およろこび
地　域 名　　　前 性別

おくやみ

隅原トナミ

　田秀一郎

古光オツナ

皆本　敏雄

宮本ヲシヱ

土橋五十男

丸本　昌一

河本　参男

岩増　　穰

田代　　馨

栗木　研三

石　美代子

鳴岡　博人

長名　貞夫

住本　一美

中井　光夫

有木　一夫

小野　明弘

黒川　伸輝

村上　　榮

米沢　義夫

79

98

93

69

92

51

77

70

78

71

76

75

74

78

88

65

96

35

68

85

82

吉 田 町

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

地　域 名　　　前 歳

キセラロ  タイス  カストロ

QUISSELARO TAIS CASTRO
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・
0
9
3
1

財
政
課

競
争
入
札
資
格
審
査
申
請
を

追
加
で
受
付
し
ま
す

■
受
付
日
時　

９
月
１
日（
水
）〜

　

９
月
１０
日（
金
）午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。）

■
受
付
場
所　

財
政
課
監
理
係

　

（
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）

■
受
付
内
容　

市
が
平
成
１６
・
１７

　
年
度
に
発
注
す
る
建
設
工
事
、

　

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

な
ど
の
業
務
と
物
品
の
売
買
な

　

ど
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　

申
請
の
追
加
受
付
。

　

（
詳
し
く
は
、「
安
芸
高
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
財
政
課
監
理
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

42
・
5
6
2
3

市民の皆さんの意見をまちづくりに反映し、市民と行政との協働のまち

づくりをより一層推進していくため、新市発足後、最初の市政懇談会を

次の日程で開催します。このたびは支所（旧町）別に開催します。

多くの市民の皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

支所（旧町）別市政懇談会
～あなたの想いを、まちづくりの中に～

区　分 月　日 開会時刻 会　　　場

八千代

美土里

高　宮

甲　田

向　原

吉　田

8月24日（火）

8月25日（水）

8月26日（木）

8月30日（月）

8月31日（火）

9月　1日（水）

19：30～

19：30～

19：30～

19：30～

19：30～

19：30～

フォルテ2階ホール

山村開発センター2階大広間

田園パラッツォ文化ホール

甲田公民館2階大会議室

向原公民館3階講堂

ＪＡたかた会館4階ホール

※各会場とも懇談会は１時間３０分程度を予定しております。
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保健医療課 ４２－５６１９

吉 田 掲 示 板

向原掲示板

八千代掲示板

美土里掲示板

甲 田 掲 示 板

情 報 掲 示 板各 支 所 発

【健康づくり講演会】　9月5日(日)　9：30～9：50受付

○講演／～私のサッカー人生～　○入場料／無料

○講師／森保 一氏（サンフレッチェ広島強化部下部組織コーチ）

子どもを対象としたサッカーの実技指導もあります。こ

の講演会の参加希望者は9月2日（木）までに運動公園へ。

くらしの総合相談会【心配ごと相談・行政相談・人権相談】

8月19日(木)・9月2日(木)　いずれも10：00～15：00

【健康相談】　午前の部　10：00～11：30

　　　　　　午後の部　13：30～15：00

吉田運動公園 ４２－１０１０

吉田人権会館（旧隣保館） ４２－２８２６

市民生活課 ４２－５６１６

藍 K

向原支所市民生活課 ４６－３１１３

8月17日(火)午前：小山会館

　　　　　　午後：長屋集会所

　　18日(水)午前：下中馬集会所

　　19日(木)午前：迫３丁集会所

　　20日(金)午後：上福原集会所

　　24日(火)午後：星城会館

　　25日(水)午前：印内集会所

9月 1日(水)午前：久保集会所

　　2日(木)午前：相合集会所

　　6日(月)午後：東集会所

　　7日(火)午後：５丁目高樋集会所

　　8日(水)午前：竹原集会所

　　　　　　午後：下福原集会所

【リハビリ】　8月23日(月)　13：30～15：30 吉田人権会館

【さわやか健康教室】

9月3日(金)　体を動かそう④ (ストレッチ体操)

13：30～15：00　吉田運動公園

お問い合わせ：保健医療課保健師　　42－5619

【育児相談】　8月19日(木)　10：00～15：00（正午から１

時間休み）　ふれあいセンターいきいきの里

【２歳児健康診査】

8月26日(木)受付13：00～13：15　吉田人権会館　

※対象：平成14年2月～4月生まれ。対象者には個人通　

知します

【乳児健康診査】

前期乳児健診（平成16年2月～4月生まれ）

後期乳児健診（平成15年9月～11月生まれ）

前期9月2日(木)／後期9月9日(木) 13：00～13：15受付　

ふれあいセンターいきいきの里

【犬・猫の引き取り】　8月16日(月) 9：00　市役所本庁

　　　　　　　　　　9月　6日(月) 9：00　市役所本庁

吉田教育分室 ４２－２４１１
【こどものためのリトミック】

8月18日(水)10：30～11：30

吉田公民館２階ホール　参加自由

ピアノの音にのり、みんなで楽しく遊びましょう。友達

を誘って、子どもの室内靴を持って来てください。

【健康相談】午前の部10：00～11：30／午後の部13：30～15：00

8月17日(火)午後：坂15区・16区健康教室

　　20日(金)午前：百楽会健康教室

　　　　　 午後：琴平会・あけぼの健康教室

　　23日(月)午前：本通り健康教室

　　　　　 午後：さつき・和朗会健康教室

　　24日(火)午後：有保健康教室

　　25日(水)午前：赤柴明生会健康教室

　　26日(木)午前：明治健康教室

9月　1日(水)午前：長寿会健康教室

　　3日(金)午前：明長会健康教室

　　6日(月)午後：さつき・和朗・本通り・和光会健康教室

　　7日(火)午前：百楽会健康教室

【育児相談】8月30日(月)10：00～11：30　向原保健センター

【幼児学級】9月10日(金)10：00～11：30　向原保健センター

【乳児健康診査】

8月18日（水）12：45～13：15受付　向原保健センター

【1歳6ヵ月児・2歳児・3歳児健康診査】

8月27日（金）12：45～13：15受付　向原保健センター

【犬・猫の引き取り】

8月16日(月)・9月6日（月）　いずれも　14：50　向原支所

【健康相談】　午前の部　10：00～11：30

　　　　　　午後の部　13：30～15：00

8月20日(金)午前：刈田生活センター

　　　　　　午後：下根集会所

　　23日(月)午前：本郷集会所

【リハビリ】　8月25日(水)・9月8日(水)

いずれも13：30～15：30　人権福祉センター

【転倒予防教室】　8月19日(木)・9月3日(金)・10日(金)

いずれも13：30～15：00　人権福祉センター

【健康教室プラス1】

8月24日(火)　上根集会所　10：00～13：00

【育児相談】

9月6日(月)　10：00～15：00　人権福祉センター

【子育て教室】

8月20日(金)　10：30～11：30　人権福祉センター

【犬・猫の引き取り】　9月6日(月)9：27　B&G海洋センター

　　　　　　　　　　　　　　14：00　上根集会所

八千代支所市民生活課

八千代教育分室 ５２－２１１５

５２－２１１３

【移動図書館さわやか号】　根野地区　8月18日(水)

　　　　　　　　　　　　刈田地区　8月19日(木)

【おはなし会】　9月11日(土)11：00～11：30

　　　　　　　人権福祉センター研修室

【読書会】　9月11日(土)13：30～15：30

　　　　　人権福祉センター研修室

【にこにこ会】

8月24日(火)　10：30～15：00　山村開発センター

【ふれあい塾】

8月17日(火)10：00～14：00　山村開発センター

【いきいき健康教室】　8月20日(金)・9月3日(金)

いずれも10：00～12：00　山村開発センター

【在宅介護者の会】

8月23日(月)13：30～16：00　山村開発センター

【アクアエクササイズ】　8月19日(木)・25日(水)

いずれも9：30～11：00　Ｂ＆Ｇ海洋センター

【あかちゃん教室】

8月18日(水)10：00～12：00　山村開発センター

【乳児健診】

9月10日(金)13：00～13：30受付　山村開発センター

前期　対象：H16.3.1～H16.5.31生

後期　対象：H15.9.1～H15.11.30生

【犬・猫の引き取り】　9月9日(木)9：40　美土里支所

美土里支所市民生活課 ５４－０３１３

【げんき広場】

8月18日(水)10：00～　風船遊び　山村開発センター

8月25日(水)10：00～　絵本の読みきかせ　山村開発センター

9月 1 日(水)10：00～　りんご狩り　北地区

美土里教育分室 ５９－２１２０

【健康相談】　午前の部　10：00～11：30

　　　　　　午後の部　13：30～15：00

8月17日(火)午前：小原中央集会所

　　　　　　午後：ふれあいセンターこうだ

9月13日(月)午前：小原中央集会所

【リハビリ】

8月25日(水)13：30～16：00　ふれあいセンターこうだ

【すこやか健康教室④】 8月27日(金)9：30～13：30

ふれあいセンターこうだ　～がん予防について～

【総合健診】　9月7日(火)～9月10日(金)

8：00～10：00　受付　ふれあいセンターこうだ

【ひよこくらぶ（乳児親子教室）】

8月20日(金)10：00～12：00　ふれあいセンターこうだ

～離乳食について～

【犬・猫の引き取り】

9月9日(木)10：20　甲田支所甲田支所市民生活課 ４５－５１２０

高宮掲示板

高宮支所市民生活課 ５７－０３１３

【望会の集い】　8月18日(水)・9月1日(水)

　　　　　　　13：30～15：30　田園パラッツォ

【はつらつ健康教室】

8月23日(月)・30日(月)　10：00～15：00　高美園

【遊友ひろば】　8月17日(火) ふなさ保育園

　　　　　　　8月24日(火) くるはら保育園

　　　　　　　9月　7日(火) かわね保育園

　　　　　　　いずれも9：30～11：30

【子育て相談室】　8月26日(木)・9月9日(木)

　　　　　　　　13：00～16：00　田園パラッツォ

【わくわくサークル】

8月20日(金)B&G海洋センター

8月27日(金)・9月3日(金)・10日(金)基幹集落センター

時間はいずれも9：30～12：00

【乳児・1歳6か月児健康診査】　

8月19日(木)　13：00～13：15受付　基幹集落センター

【犬・猫の引き取り】　8月25日(水)9：00　元農協来原支所

　　　　　　　　　　　　　　9：20　佐々部診療所前

　　　　　　　　　　　　　　9：50　元農協川根支所

【市民セミナー】  8月25日(水)13：30～16：00  ミューズ

【かみしばい会】  8月21日(土)14：00～15：30  ミューズ

【移動図書】

8月20日(金)16：00～17：30　小原保育所・ケア・ハウス

【わんぱくキッズ】

8月20日(金)～8月21(土)　三瓶北の原キャンプ場

【ラジオ体操会】

8月15日(日)6：00～7：00　ミューズ前駐車場

【甲田大学】　9月8日(水)10：00～15：00　甲田公民館

甲田教育分室 ４５－４３１１

【支所（旧町）別市政懇談会】

9月1日(水)　19：30～　ＪＡたかた会館4階ホール

企画課 ４２－５６１２

【支所（旧町）別市政懇談会】

8月26日(木)　19：30～　田園パラッツォ文化ホール

企画課 ４２－５６１２
【支所（旧町）別市政懇談会】

8月31日(火)　19：30～　向原公民館3階講堂

企画課 ４２－５６１２

【支所（旧町）別市政懇談会】

8月24日(火)　19：30～　フォルテ2階ホール

企画課 ４２－５６１２

【支所（旧町）別市政懇談会】

8月25日(水)　19：30～　山村開発センター2階大広間

企画課 ４２－５６１２

【支所（旧町）別市政懇談会】

8月30日(月)　19：30～　甲田公民館2階大会議室

企画課 ４２－５６１２


